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会員と千葉県連盟をつなぐ

 

ちばニュース

 
２０１６年１１月号

 

 

 

 千葉県勤労者山岳連盟 
Ｃｈｉｂａ Ｗｏｒｋｅｒｓ Ａｌｐｉｎ Ｆｅｄｅｒａｔｉｏｎ 

     ２０１６年１１月１日発行  通巻２８３号 

 
県連創立５０周年を 

全会員の参加で祝おう! 

 

 



                 １１月号目次 

  
・ 目 次 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 
・  １０月理事会報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 
・  事故防止経験交流集会案内 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５ 
・  ５０周年記念集会案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６ 
・ 「ゆう」たより ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７ 
・  登山白書より ―ヘルメットを被ろう―・・・・・・・・・・・・・・・  ８ 
・  県連たより  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ９ 
・  県連予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １０ 

 
 

           表 紙 説 明 
県連４５周年記念の、エベレスト街道トレッキング以来のネパールに 

行ってきました。 
長年の夢であった「ムスタン王国の首都ロー・マンタン」に馬にゆられ

て、ビスタリー・ビスタリーのホーストレッキングでした。 
何回かに分けて報告したいと思います。 
 表紙は、６時１８分 ダウラギリ峰（８１６７ｍ）白い山の意味 
                    ―ちば山の会 広木国昭― 
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1. 日 時 ２０１６年１０月２０日（木）１９時～ 
2. 場 所 船橋市西部公民館 
3. 欠 席 広木会長、古瀬顧問、岡田教育遭難対策委員長、救助隊 

君津ケルン、岳人あびこ、市川山の会、松戸遠足クラブ 1 年さくら組 
千葉アルパインクラブ あじさい山の会 

4. 議事 
 ① 委員会報告 
  ・教遭委員会（山崎委員より報告） 

＊ 直近の事故 2 件 ちばやまの会 9 月 24 日 山形クライミングジム 
            ボルダリングでの落下 女性 
            ちば山の会 10 月 9 日 東北二口山塊 沢登り 
            滝登り中、先行者が滑落し後続者が負傷 
   ＊山の会らんたん 理事より口頭報告 
            10 月 15 日 74 歳（女）単独山行 北アルプス奥穂高から 
            涸沢に下山中転倒 かかと骨折 ヘリで救出 
  ・ハイキング委員会 

＊ 第 33 回房総ロングハイク募集 
     2017 年 1 月 28 日～29 日 清澄寺～一杯水林道～烏帽子山～向峯林道～鶏毛山 
     募集人員 約 60 名 
  ・自然保護委員会 

＊ 来年度のクリーンハイク 5 月初旬か 6 月に実施予定 
  ・その他委員会 特になし 
 ② 9 月 27 日第 2 回 6 会合同会議報告（鶴田副理事長） 
  ・第 1 回会議を受けて、各会会員への県連の実情報告とそれに対する反応 
   実情は理解してもらったが積極的に対応しようという意向の会はない 
   また多忙で理解活動未実施の会もあり。 
  ・6 会の役目について 役員選出のルールを作るだけという認識の会もあった。 
   6 会の役目は、ルール作りと役員の選出ということで共通認識が得られた。 
  ・選出役員は会長、理事長、事務局長の三役 任期 2 年 再選を妨げないことで合意。 
  ・次回は６会合同会議 11 月 14 日（月）１７時～ 県連事務所 
  ＊6 会の役目はルール作りだけと聞いていた。選出も 6 会から行うとは聞いていない 
   という疑問が出されたが納得してもらった。 
 ③ 創立 50 周年事業関連 
  ・記念誌（ちば山 理事より報告） 

＊ 記念誌の内容は創立から 40 周年までは簡単に、その後の 10 年間に力点を置く。 

２０１６年度１０月県連理事会報告 
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＊ 各会の紹介をどのようにするかを検討中 
  ・記念交流集会 

＊ 2017 年 1 月 14 日～15 日 清和県民の森 参加費 一人 1,000 円 
＊ 実行委員会に各会より 1 名以上の参加をお願いする 

    次回実行委員会 11 月 30 日に実施。 
   ＊これに対して 11 月の理事会を 50 周年記念事業関連検討の場としここで記念交流 
    集会の実行委員の選出も行ったらどうかという提案があった。 

役員会で検討し報告する事。 
 ④その他 
   ・ちば労山ゆう 支援活動報告 
    10 月 福島南相馬地区 9 名で実施した。 
    11 月 11 月 12 日（土）13 日（日）実施予定。 

事故防止経験交流集会と日程が重なるが 4~5 名で実施予定 
    （その後 参加予定者は 10 名前後になりそう） 
   ・ふれあいハイク岡田実行委員長より 
    ふれあいハイク実施時の設備費として、障千連より 1 万円の寄付があった。 
    県連会計に納入する。 
   ・山の会らんたんより 
    登山時報 新規購読希望者が 2 名いる、購読申し込みについて質問があった。 
    購読申し込み書をらんたん理事に宛郵送した。（鶴田副理事長対応） 
                           以上  鶴田 記  
    登山時報１１月号より（全国遭難対策部報告より抜粋） 

  
８月９日から９月１４日までに「新特別基金運営委員会」が受理した事故一報は 
４７件４９人。内訳は、２６人が転倒（無雪期登山１９人、沢登り６人、クライミン

グ１人）、９人が転倒、滑落（沢登り４人、無雪期登山４人、クライミング１人）、他

は３人が無雪期登山での落石、虫刺され、病気、歩行中、クライミング中が各２人。 
テント撤収作業中、滝すべり中が各１人。病気の２人は同じパーティーの山行中の脱水

症でヘリ救助。虫刺されの２人はスズメバチとブヨ。 
 足首・大腿骨・下肢５人が、尾てい骨・肋骨・胸骨・鎖骨・右肩骨折が８人、手首・

腕の骨折が７人、足首・膝の捻挫８人、膝の靭帯・関節損傷が５人、手指損傷３人、右

肩脱臼・打撲が３人、左腕捻挫・左胸打撲が各１人，頭部裂傷、前歯損傷が４人。 
男性（１６人）女性（３３人）で、年齢構成は２０代１人、３０代４人、４０代４人、

５０代１２人、６０代１７人、７０代１０人、８０代１人であった。高齢会員の体力

維持に真剣に取り組んでほしい。 
◆ 同ページに、新特別基金運営委員会よりから、事故一報の遅れが指摘されている。 

 事故一報の提出は、事故日から３０日以内です。ＦＡＸの送着信の確認、提出期限の厳守をお願いし

たい。うっかりミスで交付の権利放棄は、会・クラブでしっかり管理して防いでほしい。 
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2016 事故防止・経験交流集会の案内 

 
              千葉県勤労者山岳連盟・教育遭難対策委員会 

 
掲題の件、久しく船橋県民の森：研修棟「さざんかの家」を使用してきましたが、諸事情

（マンネリ化に加え、使用条件「禁酒 禁煙 」等）により、本年度は下記に場所を変更し

ます。 
千葉県連では近年事故は減少（本年 2 件）していますが、気分一新の上、更なる事故防止

に向けた取り組みを展開したく、各会よりの積極的な参加を期待します。 
詳細は下記を参照下さい。 
  

記 
１）主催 千葉県連盟・教育遭難対策委員会／協力：千葉県連盟救助隊 
２）日時／場所 １１月１２日（土）－１３日 

 １２日 13:00＜12:00 受付開始＞－１３日 12:00 終了 
     大山青少年研修センター 鴨川市平塚 1717-15 04-7098-033 

３）内容 １１／１２ ①今年度の事故に関する取り組み報告      13:00－13:40 
    シリウス☆山の会 ちば山の会 

②各会での事故防止取り組み報告        13:40－14:10 
  かがりび山の会他  
  ＜休憩＞                  14:10－14:30   
③筋トレ講習 講師：荒井トレーナー      14:30－16:00 

 ④救急法等の事前予習 ：救助隊        16:00－17:00 
 ⑤夕食／各会紹介／交流会            17:30－20:30 

 
１１／１３⑥救急法及び搬送法講習：県連救助隊       8:00－11:30 

ロープワーク基礎 
必要装備：7 点セット（スリング 60cm2 本 120cm１本  

カラビナ２＜環付き１＞ 補助ロープ 6~8mm＊１０ｍ 
ツエルト）   

            
４）参加費  ３，０００円／人。交通は各会毎に。 単日での参加可＜費用１，０００円＞。 
５）装備／食事 装備（宿泊用）：卓上コンロ コッヘル クーラーbox 食器等 。 

食事／飲み物は各会毎に。 
６）宿泊設備 風呂、布団、食堂（炊事室）有り。 
７）実施規模 ４０名（スタッフ含む） 
８）参加申込／締切 教育遭対委員会 伊東へ１０／２０までに 

ｍａｉｌ：itou2385@yahoo.co.jp  
       会場の都合上、申込多数の場合は、調整する事が有ります。申込書添付。 
９）問い合せ先 教育遭対委員会 岡田：ken-ichi@f4.dion.ne.jp  080-4197-7700 
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創立５０周年記念交流会 

清和県民の森 

                 実 施 概 要 
１ 実施日    ２０１７年１月１４日（土）１３時集合 

１５日（日）１２時解散 
２ 会 場    千葉県立「清和県民の森」ロッジ村 
３ 参加費    一人 1,000 円（施設利用料 320 円含） 
         ロッジ使用料（3,350 円）県連より補助します。 
４ 実行委員会  各会より、1 名以上の参加をお願いします。 
５ 内容（予定）について 
  ① 創立５０周年の歴史と、仲間を感じられる事。 

② 参加者全員で創り、楽しめる事。 
  ③ 楽しい気持ちで、解散出来る事。 

千葉県連創立５０周年事業のファイナルとして「記念交流会」を実施

します。この記念交流会が、創立５０周年、最後で最高の事業です。 
全会の参加で、創立５０周年を喜び、次世代への第一歩を踏み出す

記念集会にしたいと思います。 
詳細については、１１月１７日（木）１９時より 船橋市西部公民館

において、県連理事+各会選出実行委員で決定します。 
参加・協力をお願いします。 

 
   

 

千葉労山 

ハーモニカ・アコーディオン伴奏付 

☆ 問い合わせ・ご意見・要望などをお寄せください。 
  連絡先 danphiro@zpost.plala.or.jp (広木まで) 
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植樹協力募金をお願いします 

記念植樹には、およそ３０万円かかります。 
みなさんの暖かなご支援をお願い致します。 
谷川浜に、「ゆう」と地元の「絆」を残そう。 
一口 1,000 円 （口数は自由） 
お振込先 口座番号：ゆうちょ銀行 
          00240-8-98419 
     加入者名：NPO 法人ちば労山ゆう 
           

 
～ 桜植樹祭の参加と募金のお願い ～ 

 

 ２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災は、震源地に最も近い石巻市

の牡鹿半島に壊滅的な被害をもたらしました。特に鮫浦湾の奥に位置する谷川

浜（ヤガワハマ）は、湾の地形ゆえ２３m もの大津波が押し寄せ、５１戸あっ

た集落のうち１戸のみを残して流失被害を受け、２４名もの尊い命が奪われま

した。この谷川浜に私達ちば労山ゆうが支援活動に通うようになってまる４年

になります。そして、来年の３月に５年という大きな節目を迎えるにあたり、

御霊の鎮魂と牡鹿半島と房総半島の連帯の証として、地元の菩提寺である洞福

寺に記念樹を植えることにしました。これまで以上に支援の輪を広げたく、植

樹祭として開催致します。ふるってご参加ください。 
 

  

バスツアーに参加して・・・ちょっと早めの花見をしよう!! 

日程：２０１７年３月４日（土）～５日（日） 
   (植樹祭は４日に開催） 
参加費：20,000 円（往復のバス代、宿泊費） 
募集定員：48名 
  問い合せ先 佐藤勝子 

tel/fax 043-306-5238  携帯 090-7631-4837 
 e-mail k-sato111@asahinet.jp 

再建された洞福寺本堂 

「ちば労山ゆう」支援活動報告 

「谷川浜・植樹祭」 の案内 
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千葉県勤労者山岳連盟（千葉労山） 

◎ 県連盟事務所 
 〒262-0033 
 千葉市花見川区幕張本郷 1-29-18 
   レジデンス幕張台 101 号室 
 ＴＥＬ・ＦＡＸ： 043-306-1190 
 Ｅメール：rousanchiba@grape.plala.or.jp 
 ＪＲ総武線幕張本郷下車、海側 徒歩５分 

（県連事務所に常駐者はいません） 
 
◎ 千葉県連ホームページ 
      http://www.cwaf.jp 
県連盟への問い合わせは、上記ホームページ

事務局への問い合わせまでお願いします。 
◎ 加盟会会員の事故一報送付先 

教遭委員長・岡田 賢一 
ken-ichi@f4.dion.ne.jp 
Ｆａｘ：043-271-4704 

  事故一報は、全国連盟事務局にも必ず 
送付の事。 

◎ 「ちばニュース」原稿送付先 
   発行責任者：広木 国昭 
    danphiro@zpost.plala.or.jp 
◎ 連盟費振込み先 

郵便振替口座 00160-3-481509 
千葉県勤労者山岳連盟 

◎ 東日本大震災・支援金振込み先 
  口座番号：ゆうちょ銀行 
      ００２４０－８－９８４１９ 
  加入者名：ＮＰＯ法人 ちば労山ゆう 
       代表者 吉田 哲治 
◎ その他、県連盟、全国連盟への、 

ご意見・問い合わせなどは・広木まで 
 
 
  

 

ＮＰＯ法人「ちば労山ゆう」 

 「ちば労山ゆう」とは、東日本大 
震災を支援するために、千葉県勤

労者山岳連盟を母体として活動

を始めた、被災者支援ＮＰＯ法人

です。 
◎ 「ちば労ゆう」への入会は 
千葉県連盟ホームページから 
常時入会出来ます。 

・入会申し込みは   
http://www.cwaf.jp/contact/10-2/ 
・「ちば労山ゆう」への問合せは 
http://www.cwaf.jp/contact/09-3/ 
  

◎ 支援活動日のお知らせ 

・１１月１２日・１３日 福島 

・１２月支援活動はお休みです。 

◎ 支援物資販売活動について 

・ 支援活動に参加する皆様の、 

交通費などの補助・被災地の 

復興支援に取り組んでいます。 

ご協力をお願いします。 

・三陸・気仙沼直送の支援物資は 

「おさしみわかめ」「さしみこんぶ」 

「くきわかめ」「すき昆布」 

「とろろこんぶ」です。 

 常時用意していますので連絡を

お願いします。 

 
 

danphiro@zpost.plala.or.jp 
  

支援物資に関する問い合わせは 
下記アドレスに連絡を！ 
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　　　行事予定 　　　　行事予定

1 火 役員会 1 木

2 水 2 金

3 木 3 土

4 金 4 日

5 土 全国登山研究集会 5 月

6 日 （オリンピックセンター） 6 火 役員会

7 月 7 水

8 火 8 木 組織委員会

9 水 9 金

10 木 10 土

11 金 11 日

12 土 12 月

13 日 13 火

14 月 ６会合同会議（事務所） 14 水

15 火 15 木 理事会

16 水 16 金

17 木 理事会 17 土

18 金 18 日

19 土 19 月

20 日 20 火 ハイキング委員会

21 月 21 水

22 火 22 木

23 水 23 金

24 木 24 土

25 金 25 日

26 土 26 月 教育・遭難対策委員会

27 日 27 火

28 月 教育・遭難対策委員会 28 水

29 火 29 木

30 水 ５０周年実行委員会（事務所） 30 金

31 土

　　　　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０４３－３０６－１１９０　（事務所に常駐者はいません）

発行責任者　：　　広木　国昭

問い合わせ先　：　千葉県勤労者山岳連盟ホームページ　事務局への問い合わせ

　　　　　　　　　　　県　連　活　動　予　定　表

11 月 12月

発行者　：　千葉県勤労者山岳連盟

　　　　　　　〒２６１－００１３　千葉市花見川区幕張本郷　１－２９－１８

　　　　　　　レジデンス幕張台　１０１号室

事故防止経験交流集会
ゆう支援活動
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